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着 来 の 自動 車 ご量 産 設 計
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“

にサnさ れなければならなぃ闘Eであり・
島:=夫 書々えられ

、Fろ
管である。それは五い賄来n

燿3れ ら外率の輸入に職菫して,自 己の日分を今D・ ら

績饉的に日鮨置あ■口olあ るからであろ。比の日鳳に

■いて鐘ぺられた内外各カロからの

'た
機合する電,

■日の自●事工中界に今率合的frm計の車の出現榎

ヨ3れて層らせ云う績B碁椰る。そして其の専:■ ■内

の■口:=■する菫夫:1.輸出キι考慮してntl生壼8

れなけれにならなぃ。しかし乍ら率0的な最計を直ち

に今の農■由口率會社の臓計者に甍賽するこせ11■ だ

醸な卜=で
あらテ。それlt生壼l=― く常に新 しぃ

■組り研鬼餞計及び麒作力颯けて層8舛日に贄くなら

に可韓でわろ
"ι

畑れないo`,共の麟書も奥えられす

餞″■して,そ れを直ちに生壼に移さなければならな

い贅奮|=置 Dttκ層3現れでに会(口腱なl=であり

実0慮晉0金責任な餞計奮●Iわなけれrrtら ない立

サl壼凛増からである。それ故に現在繹ら可き最■の方

彙11,住凛o― ■tLて嗜責に咸勁メ期待され

島●H内で■期的な― 鳳計■に■むこ
=で

あつて

孝合的な餞計にEに共の性の府来の月に‖口暉研究に

着Lて口く可
=で

ある。■■■云う田期的嗅it革命的

曖針 Ctt旱に月■車の幌敵え11■目■になく。督 の々

亀́■J菫賣される市●tと て

'相 =れ
ら■■の

―
■む薔えて,2に よく菫合し

'こ

■月釣セm「を■味す

らもので共の日日=し
てに二済債滉=住民のと活薇廣

等
"ら

●00贅い事を

"―
=Lて

,同 も合理的な車を

伸ここ■:=口く可)である亡思う。

2. 
―

と鮒

白■専心姜《

"3月

にに大量と●力式に件り共の餞

力む富凛にHす る事に使つて椰られら.大量生壼
=

lt'り摯 慎 巾 事でltt(0曲中的f8職
L● LtnH:==員曇oo3●AO買ぃ●む

“

本趾 検 童 都 飯

壼する事でむとら買ぃ崎書作るのol圭 目的
‐
Cあ る。共

の議殴偏lt専 日化するから歓量デユせユらないぜ成立

たないと,之を能率的に理善するこさによつてコスト

な引下げらこビが出来る。.例 えlf rイ ツのKDF車ol

出来た時,共 の各部品の加工用a糠な夫 骸々饉所のエ

作機強メーカーに口澤的に製作させて,共 の内から最

も菫雪な Lのな口定し,こ せ口く。営就11於 ヽ 1lm訓

の生壼開始に言つて新部品ギヤ・キヤリヤーを加工す

るため,之な能率的に高綺度に加工出来る′Jゾ 。パ

ープス三軸r― リァグ・マンプを輸入 Lて 之に書て
'も

断槻にnth`決定して共のよ,■散量に慮しf:よ 壼殿僣

瀑段ける事●4唱■でぁるol,吾日の現験11比の様な量

産用腱輸菫を自由に入手する事も出来ないし又責会的

!1目

"で
ある0・ ら,嚇い現在のmtr者に現宥設備な者

慮して之む饉度にと D° す事を念鵬に置いて設llに雷ら

なけれ!でならなぃ。設計!1よ産の根源である。阻日に

贄て書かれた一本の

“

一つのは事t生産に於ける工租

の敗,歩止り等に大ざく影響 しよ壼ロストを大きく左

右するこ超
～
級1[者 11買 く■餞 Lな けれ!てな らない。

3. H● Hと鶴

滉絡の統一ltと壼籠率の向上に有なであら鶯各日咸

ltE颯,各泣等に於て規格の制定が行われて居る。我

日でlt以贅Dlら JESつ嘲定されて居り熾 饉lt]本

悦縮 Cして薔出費の形にある。併 L年 ら,之等の観綸

に自●率工錢用こして完僣として居ないと,ス必ずし

ι奮社の事情に全部菫合して居8ピ 11限 らない。枚に

設ll口係奢lt出 率8服 り■
=し

て定められ,こ 慢格な操

用すら外に,之を捕足して言就に当 t_た 規格を完口 L

て活用するこEに鼻めなければならない。見角規構11

菫田 8れない傾向,C見 られるoこ量魔■麟者
=し

て遭■

に耐えない。

證llに 輸に■係の環ぃ規お
=し

てIt次の機なもの●=

●げられるこ

■■慢騰

― 絆

博島
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寸法規格

ゲー ク方式規格

nt規格

″ レト●リタト・ フ7ン 、一筆薔口品慢格

■人枠 ,輸 ■等完成辞品規格

製ヨ規格 ぜ Lて ifJ E Sに 定め られ て居 る011會載

の事情に目する檬 11悽 正 Lア :こ のを亀立 して使用す 可

=で 'ろ
う。

キlq規 格 ビ lて tt rl a ttlttЛ ぜしてitS AE規 格

●:最 :完 媚 'て 7ろ 1想 わ

'■

ら。併 L■ 内でけH～入

手 :な l'1:|で な らない関係で =口 本の曖格 をSAE農

格の性'ttt毛 修正欧墜 ti會 辻 規 格 をf摯 る可 さで さ

る。

寸法規格 ピ |(1■ 0,軸の優 ,■の優の寸法軍
～

編笹限
`1使

l'3ぜ す
「

■■呪llヤ :段 して使わせ るため

規格■定め島F'き で ,断 降11す llirド リル:リ ーマー等

の七]籠II Iι 裁11グ ー′頸の種凛ヽ`磁

"l,Iの
哺綸及

び管理 1甚 ■都合が更 くハ壼乱率 を高め ら害であ らっ

ゲーク 方式蜆憾 L同 様であるolJ E Sよ ｀

't―
層自

ゆ軍工黎明に適  '1も の91は といぅ

れ し規格 ヾして ,1雷 辻で ,1雷 初 よりSAE瞑 格を使

用 して来t:ol: 穆

『

1″ ットサノ用のみ メー ト″れ !,

に切換 え られた」 JESメ ー トル繹 口llじ ι最近 リミ

ゥ}及びゲー ジ規格 し決定
=れ

,1の で i lati規 格 せし

て 11用 者間 1優 ■デ無 くなつ・ _ぜ 思 う。僻 ヒー會走で

ニョ リのれこ規格を使用 することはI‐ だ不利曇で通か

に統一すべ きで ある。

IE5      5AE
・

キ:ロ

ヤル }規格 ぜしてltJ E Sつ もの :颯部o■大の像

:1恩 われる。第 1口 1lS AE規 格 つ ιの ぜの比較 L示

す。願部●
`過

大 〔rDl■ |て じりつめ,:設計つ・π求 さl■ る

自餞撃用 111椰 )。 .悪 く―

"lば
接 rの 書合 フワゾ′

の優デ大きくなる―ス頭部 餞ヽ遺で遺8●合にも技情

上不網ぜなら,饉 ,な 事であるデ自口事の大量生壼1=

言つて相■の影響,ユ IFす Lのであら。

鬼農部品の慢綸tしてに出薦ら風リロスlt■ 暉的:=

定められ,こ 規格キ採用す可やである。軸受の艘精に■

いてltニ タサノ車の■廊口:1使用して層らスナップ・

1ゾ グ付■軸■の農綸t,SAE規格には定められて

層8olJ E Sitlt彙 い。2に第2日の日に取付けられ

るもので,3日及び

'4日
の隆:1編澤三軸受椰 す

ら■含11比 して,翼嘘颯卜.糟 ヤ小憫になるこC即 ち _
0くbくC,鷹電機縮の■の加工9C83で情農●1得 られ

る■t等 から軸啜日の加工のll"ぜ

“

合して考えても

自動車の大量生産11■ つく有海である■8え られる。

その,1め に最近他吐でも比の式の採用轟
=も

あつて正

くR本規格にも制定8れ ら慎像であら。

4.曇費用精■

量壼設計で材料む収定する0合次の性質のしのな標

8機に心掛ける可きである。

●.審3に入手出来て■つHし て韓られら1重 。

b. 均貿t■ i。

c.如 工性 r餞遺性〕口遺性,日狙性,鴨島思性・
´́椰制性)の買ぃ■i。

d 亜,疵,曇買薔を生しなぃlせ 。

例え!で日材11腱いて見れば未日の自口率で11普″ト

ナクト共の他′卜部品it殆ざ S A E ll12111"導 ●快劇

鋼
～
充て自由aで ロエして層り,■自な特に要する重

要部品にも上記のほ を考慮 Lて S A E3135,4140,

5140等の低舎金椿殊鋼む使つて居る。脅S ABt00

11口制性比較的Iく ,■つ舶白理作■33で■ι菫子

のは大及び壺の■生。(少いこせなら,‐ B書車絆
=

こて最 L口 く使用される。■壮のニッサゾ車●赫織11´

雷鞠lt大■来■奉ゼロ饉であつたメ|●●メ始つてか

らltttmの入手ntな り,寿 フタル
ー

用Cざ らをDな くfgつ f:。C,抄債層颯の日庭には餞

計猥ぜ甘贈 壺猥電タイア,プ して謙い瞬力せ餞日t

■■で日んでネナヽ■に本譴 1●臓 2日にも諷曖3れ

て暦る。●●性の今日■ の々材日の欧出を見て居●●C.

鳳計者に摯Lぃ材秒 操用l=11相 雪注意して決
=し

な

けれrな らなtt LDス村■0離 を■つ主●●●a■

0大 ,い lCむ鶴魯LtけれIならない0    ・

イョロ

孝′ロ
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・5` 

“

―
由●●II・OBl■上主な性意事難 して次の事or彗

えられる。

・ . m寸 ぁ翻二の■颯及び歌量を出来る文ゆくす

るLせ。

●咸館この欧メ少いttは それ丈生産ョストを引下

げるこ●に自口の組であるo●,Eに■軍の減少it困 終

中 工農颯―
む囀 Lて生産

…

■撃にし

てイニッァル●コストを引下ι/8ぜ 共に引島事薔能申

向上にもatつ。故に大盤のなぃ部品lt共■
=し

ス勢

めて標準部品出 するこ電0■必驀である。併し夫■

にすらために書しい性能の賃下咸に製品の傾饉を下げ

る組t■ C,C生 してlttら なぃ。例えlfプ レスコな共
・
■:lf 3た めに車■の脇な崩すほな

=マ
lt,縄尉に選

けら可きで■む作あイ=ν 7″・●スト以上の損害に

なら,でおる。

敵■●菫昌む―口:■作るかスit―口の部品を敵目に

分鋼すら
'lt,■

勝材の製作成lta憤
"ェ

のB3,作
■風lt取猥上の■不に,サーピス上の都合■

～
よく者

えてEEに撫定す可やもので,一日ならば■欧ι加工

′部分ι凛♪L■奮ta綸欄 すれ:て情皮も更くなる

書で,コ ストに僣減す3傾向にあらol,形が大きくな

り,菫量が

'Lて
ホれば取曇上不便になり勝であり,

スー偲分の不夏の■金■゙ 不更:ttユ
=云

う快鮎ι生

すら.● 5■及び第6■ ltヤ ヤ・■,'ヤ ーの口なボ

itので大田車のI●・にIt第 5■の糧にビ二十ゾ・ベ

ア,ゾ Hlス 1,アな使用して黎付け7:方ウ̀
仁
利であ

る0■ 小日専用こなれ!`ギ ヤ・彎ャリヤ"の武量ι颯

く取扱上の日●もなくなら
'ら

,ス ,“ プを用いない

第o■のdL費oヵデ哺魔ι買奸でつス■ 七低く質 L

●3t奪える。

ib. ■日コエ椰分ら努めて饉少し,卸工時ロー
餞強愛J●Eの黒皮ロスはプレスの饉での使圏

力ヽ守え81=0 ,
財 :=― ,綺― 申 の向上

～
伴う可

■きで,■日rlt轟虫より直ちl=薔■卸工を行う壌に迄
.●L‐ 6.

C 無駄な自
～
絆 L(材料の節納及び菫量つ寝減キ

計 あ lせ 。

d.性 能を賃下 さdな い限 り出来 る限 り形状を■■

化するこ|。

C.“ ■ しア:時少 し無理か ぜ不安を感す る様 t形状

寸法,ク リアフアス゛に避けら lE.

蒻腱fr事o`感 じられ,こ 時に大抵の■ ObE目上でit支

障tζ 組立 て られら管だが ,責朦」1産 に移す ぜ必ず支

障を生す るものである。

F 必要以上の仕上日程度を口求 L_く にな らない ,

ぜ共に重要都分に必要な仕 た面11騒 く喜求イ ろ

ti.

B.α・要以 Lの寸法 リミッ }を買求 1な い lせ 、

h.性 植上の外に取扱上饉 り得 る事■を しよく考慮

Lて ,部品の強度及び寸法の決定を行 う こぜ。

例 えば大 きな舗品に 3mm以 下の ヤルトを使用す る

こぜlt,用途及びヨロセ鳳立作 彙デ行われ るぜ者えて

ョ奮な大 1で あつて も,責籠に 11不 熱■の作颯 ■ 12

つて撲 し切 られ ら1ぜ 0`多 ぃ 0・ ら咸 ろ可〈撻 t夕 1:方 o'

買い。

6.臓
"ロ

コ

餞計ロロ11庄産の憲法ヾι云う可
=も

ので,IIデ 之

を見ても日饉いのfrい解縛を典える根に,日回中に必

“

事項it全部PL載 し重■項目は橋に明確に表 |て 置か

れ|で ならない。日画の一寸 t71蹟 配減11見讀り11よ う

て生する限作の根宙11大 量生壺でに甚だ大きい。

大量生由月の霊計日面ぜしては一品―寧,三 角減。P

菫雷で部品■口及び出岨立目日の外に,I産イ配 卜職

11取扱上に必口fr中 間岨立ロビを作る1=fJ I心 口 Cあ

ら。

衝■目:111設計聟
=の

停慶な明確:1記職するミぎ,

餘り菫I諷 されて書なぃ軋■び仕 L電量の記繊にLVワ

な事項である●考えら,

7.錯  言          、

責11現在11日 本の自動車工彙 1せ つて重k時自
‐
C,

製遣ケ社の存亡it現在の施策の如何!1思うく居るぜ云

つても邊言で11な い。而ι共の施策ぜlt日 本で翼壼す

可き理想的fr自 朧率を早・・時機に作り出す0・ 百かに鳳

係して居り,共の成番に設計者の技術に盟つ■居るの

であるから設計技術鶯の責任11今 より大きいこごitな

比の事責な鳳計者が夏に自覺ヒスー般生産園係猟

mな 麟にして頂けれに中である嗜なえて思い付いた

8-な 一文11士 電めて見アニ次第である。
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